
珈　

傑
作
『
マ
ネ
ー
・
ボ
ー
ル
』
の
著
者
な
ら
で
は
、
今

回
も
（
と
く
に
後
半
は
）
一
気
に
読
ま
せ
る
。
冒
頭
の
章

で
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
の
衛
生
官
の
仕
事
ぶ
り
が
コ
ロ
ナ

と
無
関
係
に
延
々
と
続
き
、
後
の
章
で
は
主
人
公
た
ち

の
生
い
立
ち
や
過
去
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
何
度
も
脇
道

へ
入
り
込
む
の
も
、
彼
ら
の
後
の
行
動
へ
の
布
石
の
ご

と
く
し
だ
い
に
必
須
に
思
え
て
く
る
。
マ
イ
ケ
ル
・
ル
イ

ス
著
、
中
山
宥
訳
『
最
悪
の
予
感 
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
と
の

戦
い
』（
早
川
書
房
、
２
３
１
０
円
）
の
後
半
は
、
ブ
ッ

シ
ュ
政
権
下
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
か
ら
ト
ラ
ン
プ

政
権
下
の
コ
ロ
ナ
対
策
の
混
迷
ま
で
、
感
染
症
に
取
り

組
む
主
人
公
た
ち
の
苦
闘
が
饒
舌
に
語
ら
れ
る
。

　

感
染
症
対
策
な
ら
米
国
は
先
進
国
か
と
思
い
き
や
官

僚
主
義
の�
跋��
扈�
に
よ
り
多
く
の
犠
牲
者
を
出
し
て
き
た

ば
っ 
こ

こ
と
を
知
る
。
と
く
に
感
染
症
対
策
の
中
心
に
位
置
す

る
Ｃ
Ｄ
Ｃ
（
米
疾
病
対
策
セ
ン
タ
ー
）
が
感
染
対
策
の
障

害
と
な
っ
て
き
た
こ
と
な
ど
本
書
か
ら
学
ぶ
こ
と
は
多

い
。
日
本
に
も
こ
ん
な
使
命
感
に
あ
ふ
れ
た�
疫
学
者�
や

ヒ 

ー 

ロ 

ー

�
衛
生
官�
た
ち
が
い
て
ほ
し
い
と
痛
切
に
感
じ
た
。

ヒ 

ロ 

イ 

ン

玳　

習
近
平
に
対
し
て
は
ど
う
も
感
覚
的
な
評
価
が
多

い
よ
う
に
感
じ
る
。
そ
の
点
、
エ
ド
ワ
ー
ド
・
ル
ト
ワ

ッ
ク
著
、
奥
山
真
司
訳
『
ラ
ス
ト
エ
ン
ペ
ラ
ー 
習
近

平
』（
文
春
新
書
、
８
８
０
円
）
は
Ｃ
Ｓ
Ｉ
Ｓ（
米
戦
略

国
際
問
題
研
究
所
）
の
上
級
顧
問
と
し
て
著
名
な
著
者

が
習
の
思
考
法
や
行
動
を
情
緒
を
排
し
戦
略
的
視
点
か

ら
分
析
し
た
も
の
で
、
毛
沢
東
に
続
く
２
人
目
の
「
皇
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帝
」
の
弱
点
が
冷
静
に
明
か
さ
れ
る
。

　

と
く
に
独
裁
は
強
そ
う
に
見
え
る
が
実
は
弱
い
権
力

シ
ス
テ
ム
で
あ
り
、
権
力
の
集
中
と
異
分
子
排
除
の
果

て
に
崩
壊
の
危
険
性
は
強
ま
る
一
方
だ
と
い
う
論
は
納

得
で
き
る
。
本
書
後
半
は
軍
事
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
逆
説
、

戦
略
の
ロ
ジ
ッ
ク
な
ど
著
者
の
専
門
学
説
が
歴
史
的
に

語
ら
れ
て
い
て
習
に
限
ら
ぬ
話
だ
が
、
参
考
に
な
る
。

珎　

ワ
ク
チ
ン
が
す
べ
て
と
言
わ
ん
ば
か
り
の
時
代
の

流
れ
だ
が
、
落
と
し
穴
は
な
い
の
か
。
内
海
聡
『
医
師

が
教
え
る
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
正
体
』（
ユ
サ
ブ

ル
、
１
５
４
０
円
）
は
大
い
に
考
え
さ
せ
ら
れ
る
。
ワ

ク
チ
ン
開
発
に
は
普
通
５
年
以
上
か
け
る
の
に
コ
ロ
ナ

は
１
年
た
ら
ず
で
動
物
実
験
す
ら
し
て
お
ら
ず
、
今
後

ど
ん
な
リ
ス
ク
が
待
ち
受
け
て
い
る
か
わ
か
ら
な
い
、

と
言
わ
れ
る
と
評
者
な
ど
は
つ
い
不
安
に
な
る
。
効
果

は
弱
い
が
安
全
な
不
活
化
ワ
ク
チ
ン
が
な
ぜ
利
用
さ
れ

な
い
の
か
、
も
目
か
ら
ウ
ロ
コ
の
話
だ
。
著
者
の
問
題

提
起
は
多
く
が
も
っ
と
も
な
気
が
し
た
。
巻
末
の
ロ
バ

ー
ト
・
ケ
ネ
デ
ィ　

と
の
対
談
も
興
味
深
い
。

Jr

玻　

長
寿
を
目
ざ
す
の
も
楽
で
な
い
時
代
に
な
っ
た
。

辨
野
義
己
『「
長
寿
菌
」
が
増
え
る
食
べ
方
』（
知
的
生

き
か
た
文
庫
、
７
４
８
円
）
は
腸
内
細
菌
の
世
界
的
権

威
で
あ
る
著
者
が
各
地
の
長
寿
村
を
訪
ね
、
聞
き
取
り

や
便
の
分
析
に
よ
り
健
康
な
長
寿
者
の
腸
の
中
を
探
っ

た
元
気
の
出
る
本
で
あ
る
。
腸
の
状
態
が
良
い
人
は　
９０

過
ぎ
て
も
元
気
に
働
き
歩
き
回
っ
て
い
る
が
、
そ
の
た

め
に
は
一
に
も
二
に
も
食
物
繊
維
だ
と
い
う
。
そ
う
し

て
長
寿
菌
が
増
え
る
と
血
管
も
肌
も
脳
も
若
返
る
そ
う

だ
。
お
か
げ
で
野
菜
、
海
藻
、
発
酵
食
品
を
さ
ら
に
も

り
も
り
食
べ
よ
う
と
い
う
気
に
な
っ
た
。��（
浅
野　
純
次
）
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